
　みなさん　こんにちは。 
　今日の全校集会では、図書局から冬休みの読書感想文コンクールの説明。 

　豊明の３つの価値のキャラクター名の発表。 

　生徒会の4役から、ルールメイキングについての話がありました。 

　読書感想文は、私も楽しみにしています。 

　豊明のキャラクターにかわいい名前をつけてくれてありがとうございました。。 

　　「こころん」　→　自分を知り大切にしよう。 

　　「いろは」と「このは」　→　まわりの人とつながろう 

　　「かぶまる」　→　経験を力にしよう 

　みなさんのアンケートで決まった名前です。ぜひ、かわいがってあげてください。 

　また、ルールメイキングの話合いもありがとうございました。 

 

　さて、12月12日に「今年の漢字」が発表になりました。 

　なんという漢字だったか知っていますか？　「熊」ですね。 

　今年は、本当に熊の出没が多く、全国的にたくさんの方が襲われました。本当に怖いですね。 

　先日、旭山動物園の統括園長である　坂東さんの話を聞く機会がありました。 

　坂東さんの研究では、熊が人間の領域まで出てきてしまうのは、熊が増えた訳でも、山に餌が少ない訳でもない

というのです。ではなぜ、熊が度々人間の領域にでてきてしまうのかというと、実は「コロナウイルス」が大きく関係

しているというのです。 

　コロナ禍は2019年の年末から拡大しはじめ、2023年5月ころまで猛威を振るい、今も変化をし続けて流行を繰り

返しています。2020年5月には全国一斉に学校が臨時休業にもなりました。 

　あの時、街から人はいなくなり、人通りのない静かな繁華街や観光地の映像がニュースで放映されたのを記憶

している人も多いのではないでしょうか。 

　それによって、熊は自分のテリトリーがわからなくなったというのです。そして、じわじわと、人の住む境界を超え

てテリトリーを広げてやってくるようなったことで、ゴミをあさる様になり、その中で人への警戒心が薄れ、人が食べ

ている物がおいしいということに気が付いたのではないかというのが坂東さんの考えでした。 

　コロナ禍では、熊だけではなく、人にも大きな影響がありました。 

　具体的には、悩みを抱える人が急増したというデータがあります。 

　それはなぜでしょうか？ 

　私が11月に参加した研修会で、このことを研究している大学の先生の話を聞くことができました。人が人と話をし

なくなったとき、不安が増すという話でした。会話・対話が大切だと締めくくっていたことが印象的です。 

　今日は、集会自体はインフルエンザの拡大を予防するためにオンラインでの全校集会としましたが、各クラスで

は、クラスメイトとルールメイキングの話し合いをしてもらいました。 

　仲間と話し合えることはとても素晴らしいことです。 

　互いに自分の気持ちを伝えあい、聞き合っていってほしいのです。 

　傷ついている人がいるなら、励まし合ってほしいです。 

　そんな、暖かい豊明高等支援学校であってほしいと願っています。 

　もう少しで２学期も終わりですが、インフルエンザや、コロナなどのウイルスに罹患する人が少しずつ増えてきて

います。感染症予防に努めながら元気に学校生活を送ってください。 

　 

 



 


